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編集後記
●ネット通販サイトを利用するようになってどれくら
い経つだろう．今では生活に欠かせなくなった．リア
ル店舗以上に多種多様な商品を比較して安価に購入で
きるメリットは大きい．また，レコメンド機能にも助
けられている．的外れのレコメンドもあるが，ツボを
ついたレコメンドで欲しい商品に早々に引き合わせて
くれたり未知の世界を拡げてくれたりすると感動を覚
えることすらある．ネット上の足跡を辿って個人の趣
味趣向が分析された結果であり，ある意味丸裸にされ
ている気もするのだが，得られるメリットが大きいの
でさほど気にならなくなった．
●同じ足跡でも，交通系 ICカードの乗降履歴という
リアルな足跡データの販売を巡って批判が殺到して騒

ぎになったのは昨年9月のことであり，オプトアウト
という言葉を初めて聞いた．一体どこまでが個人情報
なのかを改めて考えさせられた．
●ほぼ同時期に政府がパーソナルデータの利活用に関
する制度見直し方針の検討会を設置して議論を始めて
おり，今年6月頃には方針が固まるらしい．プライバ
シーは保護したうえでビッグデータを有効活用すると
いうことは安倍政権の成長戦略の中でも述べられてい
るので，きっとより多くのビッグデータ・オープン
データが研究や実務で利用できるようになると期待し
ている．今月の特集で紹介されているようなデータ解
析技術の向上が，今よりもさらに便利な社会，安心安
全な社会の実現を牽引することになるのだろう．

（石井儀光）
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